
学に寄付したある卒業生。公務員から民間への
転職を契機に、「今の自分には必要ないから」
と社会還元の1つとして母校への寄付を選んだ
といいます。
　また、認知能力が衰えた高齢者も自分で必要
なお金を使える仕組みを作ろうと、起業して決
済サービスの開発に取り組む卒業生もいます。
そこに、今の若い人たちならではの「センス」
を見出している上村先生。
　「寄付やクラウドファンディング、NPO支援
に関わった経験は、立派な“投資”行動です。ま
た、金融の仕組みを生活課題と結びつける力に、
新しい金融経済教育の可能性が見えてきます」

　上村先生は、授業でスタートアップや地域課
題を題材にするなど、「お金の動かし方」を自
分ごととして考えるきっかけを与えてきまし
た。「自分の生活設計をするには自分の家計が
わからないといけないし、自分の地域、周りが
わからないとお金は生きて動かない」、一律的
な金融知識の伝達ではなく、学生・生徒が主体
的に関わることが学びの深まりにつながる、と
いう信念からです。
　以前、上村先生は授業で祖父母からの生前贈
与について取り上げたことがあり、「この授業
が学生からの反応が一番よかった」と振り返り
ます。先生自身の体験を話したことで、学生は

　金融経済教育というと、複利や為替といった
金融の知識を教えるイメージがあるのではない
でしょうか。しかし、上村協子先生は「生活を
豊かにするための金融」が本来の姿で、金融経
済教育はその人の生活や周りの関係性の中で活
かされて初めて意味を持つ、と考えています。
　「知っておきたいのは、生徒たちはお金をう
まく使えるようになりたいのであって、単に金
融知識を身につけたいわけではないというこ
と。関心がそこにはないのです。だから、複利
の知識を問われると、『わからない』と答えて
しまう。それでは生徒たちが気の毒です」。一
方で、「今の若い人は、SDGsや社会課題への関
心が高く、その中でお金をどう動かすかという
『投資』の感覚を身につけ、とてもセンスがい
いな、と感じます」。そこに1つのヒントがある
ようです。
　例えば、20代で500万円を母校の東京農工大

若者の主体的行動力を養う
新しい金融リテラシー

生活に役立つ実感こそが
学ぶ意欲につながる

生活経済学会の会長を務めるなど、長く金融経
済教育を実践・推進・探究してきた上村協子先
生。金融経済教育の担い手の養成にも携わった
経験を含め、令和の時代の新しい金融経済教育
についての思いを語ってもらいました。授業に
活かしたいヒントも満載です。

〈プロフィール〉
金融経済教育推進会議委員、現代生活学研究所所長。「相続に
みる女性と財産」などを研究、生活経済学会会長、金融広報中
央委員会委員を歴任、長く金融経済教育に取り組む。『生活者
の金融リテラシー』（共著）、『今身につけておきたい「お金」の
こと』（監修）など

金融経済を学ぶことは、
自らの人生を切り拓いていくこと
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生前贈与に興味を持ち「うちの家族はこういう
状況だから、こう説得をすれば祖父母から生前
贈与してもらえそう」、と考えることができま
した。「2週間後、『本当に生前贈与してもらい
ました』と報告してきた学生もいました」。上
村先生は経験によって制度の理解も深まり、「生
活のための金融」を知ることのメリットを実感
できること、そしてその実感こそ、金融経済教
育の本質と考えています。
　「金融商品への投資だけでなく、自分自身へ
の投資、どこでどうお金を動かしたらいいのか
についての教育にもう少し広げたほうが効果的
なのでは、と思います」
　上村先生自身も「今どういうお金の貯め方を
して、どういう使い方をするのが自分の将来に
投資していることにつながるか、を伝え、考え
させていく。そうした教育をしていきたいです」
と、意欲を語ります。
　残念ながら、金融経済教育を実施しても「学
んだと思うがよく覚えていない」という生徒が
意外に多いのも、実感が伴っていないからかも
しれません。関心があるテーマを入り口にする
ことが重要といえそうです。
　ちなみに「10代から学ぶパーソナルファイナ
ンス」では、SDGs、クラウドファンディング
や寄付についても取り上げており、こうした項
目を入り口にするのも、効果的な授業になるで
しょう。
　こうした学びを支えるのは、教師自身の金融
知識、金融リテラシーというよりも、「生徒の
関心や感覚を尊重する姿勢」と指摘します。

「ふさわしい知識は何か」を
見極めることが役割
　「何が必要な金融リテラシーかは人によって
違う。一律の金融リテラシーを身に付けさせる
必要はないので、生徒たちの将来を思い、置か
れている環境を考慮しながら、『この子たちに
はこういう知識が必要だ』と判断できるのは、
やはり教師だと思います。その姿勢で若い人た
ちに伝えていただければ、新たな可能性が生ま
れるのではないでしょうか」

■中学校でお金（家計・くらし）のことを
　学んだか

出所：金融広報中央委員会「15歳のお金とくらしに関する知識・行動調査2023年」
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　金融経済教育に「正解」はありません。
　知識の前に、まずは問いを。先生自身の
投資経験や金融リテラシーよりも、「この
生徒たちに今、一番必要な金融知識は何だ
ろう？」、という視点こそが重要です。生
徒たちが心から『理解したい』と思う知識
を自信を持って教えてあげてください。

上村先生からのメッセージ


